
 

 

 

 

 

 

 

自分の所属する集団の中で自分がどれだけ大事な存在であるかを認識する 

～「ありがとう」、「あなたのおかげ」～ 

「行く言葉が美しければ、来る言葉も美しい」 

 

12 月、師走になりました。12 月はそれぞれのご家庭でも、年末に向けて忙しくなることと思い

ます。学校も２学期のまとめを行っていきます。 

12 月は、流行語大賞の発表があります。今年の大賞は何でしょう。また、今年の世相を表す漢字

一字の発表もあります。今年の漢字一字はなにかなと、ぜひご家族で予想してみてください。夕食

の時など家族だんらんの中で、「今年の私の漢字一字」を家族で出し合うのも面白いかもしれませ

んね。 

12 月 4 日（水）～10 日（火）は人権週間です。 

ノーマライゼーションという言葉をご存じでしょうか。障害者も高齢者も何の区別もなく誰もが

同等に生活ができる社会を目指すという考え方です。北欧デンマークで発祥した概念で、社会福祉

のキーワードとして使われています。「誰もが同等に生活ができる社会」の意味を改めて考えてい

く中で、全ての人が自らの生活している場における「有用感」をもてることが重要ではないかとい

う思いを強く持ちました。 

「自己有用感」とは、自分の所属する集団の中で、自分がどれだけ大事な存在であるかを自分自

身で認識することです。学校では、学級、縦割り班、登校班、地域の方との活動等の集団での活動

を通して、他者を好意的に受け止めたり、他者との絆や社会とのつながりを感じとったりする中で、

獲得されていきます。そして、誰もが、他者に言われてうれしい言葉は「ありがとう」、「あなた

のおかげ」ではないでしょうか。感激と感謝の言葉は、子どもたちにはたくさん伝えたいと思いま

す。 

人権について考えるとき、常に私の頭に浮かぶのは「ことば」です。「ことば」は人と人とを結

びつけるもので、「励まし合う言葉」を使えば、仲良しになります。でも「相手を傷つけてしまう

言葉」を使うと、相手の心を傷つけ、トラブルになります。韓国に「行く言葉が美しければ、来る

言葉も美しい」ということわざがあるそうです。人の心を温かくできるような言葉を使ってほしい

です。人の心が温かくなる言葉を使っていれば、そうした言葉が相手からも返ってきます。子ども

たちには、言葉に真心を乗せて使っていく人になってほしいと思います。もちろん、私たち大人も

です。 

子どもたちに背伸びさせる必要はありません。ありのままに自分を愛し、素直な表現のできる「自

己有用感」の高い子どもたちをみんなで育てていきましょう。         【文責 校長】 
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〈福山市めざす子ども像〉 
福山に愛着と誇りをもち，変化の 
激しい社会をたくましく生きる子ども 
〈松永中学校区めざす子ども像〉 
自己を認識し，自分の人生を選択し， 
表現することができる力を身につけた子ども 



 

 

 １１月７日（木）に柳津小学校創立１５０周年記念式典を行な

いました。多くの来賓・地域の皆様、保護者に参加をいただき、

ありがとうございました。式典では、元交流館長で柳津小学校の

卒業生でもある大村茂穂様に柳津小学校の歴史や、ご自身の思

い出について講演していただきました。子ども達には初めての

話、来賓・地域の方にとっては、なつかしい話を聞かせていただ

きました。 

また、１５０周年を記念したイメージ 

キャラクターとキャッチフレーズの紹介と表彰も行いました。どちらも、全校

児童１２２人の一人一人が考えたものから選ばれました。これから様々な場面

で活用していく予定です。 

 

 

 １１月２６日（火）に６年生による胴鉦踊り・神楽の発表会を行いました。柳津に伝わる胴鉦踊り・

神楽の練習は、地域のボランティアのみなさんの熱心なご指導のもと、９月から続けてきました。また、

６年生は「地域の文化の継承」を学習課題に設定し、胴鉦踊り・神楽の歴史や今まで受け継いできた方

の思いをインタビューなどを通して学びました。柳津の地で、長年受け継いできた地域の方々の思いを、

今度は自分たちが継承していこうという気持ちを持つことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最近、スマートフォンの使用をめぐって、無料通話アプリや、ライン等のＳＮＳ（ソーシャルネット

ワークサービス）でのやりとり、オンラインゲーム内でのチャット利用でのトラブルが増えています。

また、長時間利用による生活習慣の乱れや不適切な利用による「ネット依存」、ネット詐欺や不正請求

などのネット被害も心配です。それぞれの家庭で、スマホやゲームの利用について「ルール」を設定し

ていることと思います。ルールを守ることは、自分自身をトラブルから守ることです。ルールについて、

親子で次の３点の確認をお願いします。  

①親子で話し合って、お互いに納得したルールかな？ 

   ②守れたか、守れていないか、はっきりわかるルールかな？ 

   ③守れなかったらどうするかを、具体的に決めてあるかな？ 

ＳＮＳの利用について 

胴鉦踊り・神楽の発表会 

柳津小学校創立１５０周年記念式典 

開校１５０周年記念キャッチフレーズ 

「みんながつながる やないづの輪」 
 


